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財政金融委員会 
 

2020年下半期活動計画 
 

担当委員：新井隆 



⾃⼰紹介�
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・新 井　隆（公認会計士・税理士） 
 
・千葉県流山市おおたかの森で会計事務所（税理士法人　Forest　One）を運営 
 
・真使命：ものごとの本質をわかりやすく伝え、喜びを分かち合う。 
 
・坂本立志塾　第9期 
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◆上半期の主な活動内容	
	
・2020年4月～2020年6月：補助金・融資に関する勉強会。	
	
◆下半期の活動計画 
	
・月1回の補助金・融資に関する情報提供を通じた勉強会の開催を継続	
	
・１ON１を通しての、経理・税金に関する情報提供（個別相談）	
	
　	
	
	
	
	
	
 



主な補助金（具体例） 
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• 小規模事業持続化補助金： 
販路開拓（HP、マーケティング・広報費）などの補助　 
補助支給額　50万円（補助率１／２～２／３） 
 
・ものづくり補助金： 
革新的なサービス・生産プロセスの改善のための設備投資・システム開発の補助 
補助支給額　1,000万円～（補助率１／２～２／３） 
 
＜POINT＞ 
細かい手続より、何を軸と考え申請書類を作成する必要があるか？　 



経理・税金で直面する問題点 
	
・本業に集中して経理作業をいかに低コスト・効率的に行なうか？	
例）クラウド会計を駆使して細かい領収書、請求書からどうやって税務署に提出する決算書をつくるか？	

	
・決算書（損益計算書・貸借対照表）の内容、“ビジネスのお金の流れ”をきちん
と理解できているか？	
	
・税務署に指摘されない、初歩的な節税対策をきちんと実行しているか？	
例）青色申告控除、ふるさと納税の限度	

	

・個人事業主と法人化の比較（メリット・デメリット）	
例）税金の面、信用の面	
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真志命 

市場・マーケット 

業績管理の仕組 
（粗利益・固定費・資金繰の把握） 

事業計画（販売・利益計画等） 

実際の経営数字（貸借対照表・損益計算
書） 

考える順番 

経営者の考えるべきこと（※坂本立志塾・立志財団の引用） 

経理・税金の論
点 

補助金・融資の
論点	

【会計士の立場からみた場合】 


